円形 を 染めた。 引続いて 吐いた の はや や 赤い 中に 何 だ 

か 白い ものの 交じった ので、 前の の 側に 不規則な 形 を 

して 二倍く らいの 面積 を 染めた。 浅 利 君が 水 を 持って 

来たから 医者 を 呼んで くれと 頼んだ。 吐いて しまった 

ら 胸苦し さはな くな つ たが 急に 力が 抜けた ような 気が 

して そのまま 動かずに 天井 を 見て いた。 脈搏 を 取つ 

うち 

てみ たがた しかであった。 なんだか 早く 宅へ 帰って 寝 

たいと 思 つた。 宅へ 電話 を かけても らおう かと 思 つ た 

がま あ 急く 事 はない と 思 つ たりした。 

そのうちに 見知らぬ 医者が 来た。 (後で 聞いたら 学 

生監の 医者 だそう な。) 脈 を 取ったり 血 を 検査したり 



つかしく 思われた。 藤 沢 先生 も ソッと 這 入って 来られ 

たから 挨拶しょう とする の を 手で 押える 真似 をして 脚 

元の 椅子に 腰 を かけて おられた。 

床の 上に 寝て 仰ぎ見る すべての 人の 顔が 非常に 高い 

所に あるよう に 思われた。 そしてす ベての 人の 好意と 

同情が 自身の 上に 注がれる ような 気がした。 落寞 たる 

冷た いこの 部屋の 中が 温かい 住 心地の よい 所に 思われ 

た。 K 君 も 時々 靦 きに 来たが この 人の 堅い 顔が 少し 赤 

味 を 帯びて たいそう 柔らかに あるいは むしろ 愉快そう 

にも 見えた。 室の 入口の 外の 廊下に は 色々 の 人声が し 

ていた、 長 岡 先生の いつもの ような 元気の いい 改まつ 



思って 黙って いた。 幌が 取り除かれ ると 同時に 狭い 入 

口 を 通って 病室に かき 込まれた 時い ちばんに 目に つ い 

たの は 灰色の 壁であった。 不愉快な 灰色の 高い 壁 は 上 

の 端で 曲面 を 形作って 天井に つながつ ていた。 天井の 

真中に 白く 塗った 空気抜きの 窓が ただ 一 つ ある だけで 

あった。 なんだか 「壙 穴」 という 文字が すぐに 頭に 浮 

んだ。 

(大正 九 年 一 月) 
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